
だいがくの研究
折口信夫

青空文庫





夏
祭
浪
花
鑑
の
長
町
裏
の
場
で
、
院
本
に
は
「
折
か
ら
聞
え
る
太
鼓
鉦
」
と
あ
る
ば
か
り
な
の
を
、
芝
居

で
は
、
酸
鼻
な
舅
殺
し
の
最
中
に
、
背
景
の
町
屋
の
屋
根
の
上
を
、
幾
つ
か
の
祭
礼
の
立
て
物
の
末
が
列

つ
て
通
る
。
あ
れ
が
、
だ
い
が
く
と
言
ふ
物
な
の
で
あ
る
。
尤
、
東
京
で
は
、
普
通
の
山
車
を
見
せ
る
事

に
な
つ
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
此
は
適
当
な
飜
訳
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

一
昨
年
実
川
延
二
郎
が
本
郷
座
で
団
七
九
郎
兵
衛
を
出
し
た
時
は
、
万
事
大
阪
の
型
ど
ほ
り
で
、
山
車
を

や
め
て
、
だ
い
が
く
を
見
せ
た
と
か
聞
い
て
居
る
。
一
体
此
立
て
物
は
、
大
阪
の
町
に
接
近
し
た
村
々
で

は
、
夏
祭
り
毎
に
必
出
し
た
物
で
あ
つ
た
が
、
日
清
役
以
後
段
々
出
な
く
な
つ
て
、
最
後
に
木
津
（
南
区

木
津
）
の
分
が
、
明
治
三
十
七
八
年
戦
争
の
終
へ
た
年
に
出
た
ぎ
り
、
今
で
は
悉
皆
泯
び
て
了
う
て
居
る
。

此
処
に
は
木
津
の
だ﹅
い﹅
が﹅
く﹅
乗
つ
て
居
た
の
で
は
な
か
ら
う
。

別
図
の
様
な
態
を
備
へ
る
事
に
な
つ
た
の
は
、
今
か
ら
六
十
年
程
の
前
の
事
で
、
其
以
前
は 

天  

幕 

テ
ン
マ
ク

の
代

り
に
ひ
げ
こ
が
使
は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
ひ
げ
こ
は
、
必
、
二
重
と
き
ま
つ
て
居
た
さ
う
で
あ
る
。
明

治
三
十
年
頃
ま
で
は
、
西
成
郡
勝
間
村
・
東
成
郡
田
辺
村
な
ど
に
は
、
ひ
げ
こ
の
だ
い
が
く
を
舁
い
で
居

る
の
を
見
か
け
た
も
の
で
あ
る
。

一
体
ひ
げ
こ
は
日
の
子
の
音
転
で
、
太
陽
神
の
姿
を
模
し
た
の
だ
、
と
老
人
た
ち
は
伝
へ
て
居
る
が
、
恐
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ら
く
は
、
竪
棒
の
上
に
、
髯
籠
ヒ
ゲ
コ
の
飾
り
を
と
り
つ
け
て
居
た
の
が
、
段
々
意
匠
化
せ
ら
れ
て
出
来
た
（
髯

籠
の
話
参
照
）
も
の
か
。
今
日
な
ほ
紀
州
粉
河
の
祭
礼
の
屋
台
に
は
、
髯
籠
を
高
く
と
り
つ
け
る
。
の
み

な
ら
ず
、
国
旗
の
尖
に
も
つ
け
、
五
月
幟
の
頂
に
も
つ
け
る
事
が
あ
る
。
竿
頭
を
繖
形
に
殺
ぎ
竹
を
垂
し

て
、
紙
花
を
つ
け
る
事
は
、
到
る
処
の
神
事
や
葬
式
の
立
て
物
に
あ
る
事
で
あ
る
。

但
し
今
一
つ
考
へ
に
入
れ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、 

傘  

鉾 

カ
サ
ボ
コ

の
形
式
で
、
此
は
竿
と
笠
と
だ
し
と
の
三

つ
の
要
素
で
出
来
て
居
る
事
で
あ
る
。
一
体
傘
鉾
は
、
力
持
ち
が
手
で
捧
げ
な
が
ら
練
つ
た
も
の
で
あ
る

が
、
此
が
非
常
に
発
達
し
た
場
合
に
は
、
籰
に
樹
て
ゝ
舁
く
か
、
車
に
乗
せ
て
曳
き
歩
く
よ
り
外
に
道
は

な
く
な
る
訣
で
あ
る
。

だ
い
が
く
の
成
立
し
た
形
は
、
前
者
で
あ
る
。
尚
老
人
た
ち
は
、
だ
い
が
く
に
数
多
の
提
灯
を
と
り
つ
け

る
様
に
な
つ
た
起
り
を
、
あ
る
年
の
住
吉
祭
り
（
大
阪
中
の
祭
礼
と
し
て
、
夏
祭
り
の
一
番
終
り
に
行
は

れ
る
）
に
、
住
吉
ま
で
出
向
い
た
だ
い
が
く
が
、
帰
り
途
に
な
つ
て
日
の
暮
れ
た
為
、
臨
時
に
緯ヌキ
棒
を
括

り
つ
け
て
、
其
に
提
灯
を
列
ね
た
時
か
ら
だ
と
説
い
て
居
る
。

其
は
と
も
か
く
、
住
吉
祭
り
と
い
ふ
事
が
、
だ
い
が
く
と
住
吉
踊
り
の
傘
鉾
と
の
関
係
を
見
せ
て
居
る
様

に
思
は
れ
る
。
天
幕
に
一
重
の
も
二
重
の
も
あ
る
点
、
竿
頭
に
だ
し
の
つ
い
て
ゐ
る
点
、
す
べ
て
か
の
踊

り
の
傘
鉾
を
、
籰
の
上
に
竪
て
た
物
と
し
か
思
は
れ
ぬ
。
熊
野
田

ク
マ
ン
ダ

の
が
く
に
近
い
だ
い
が
く
の
ひ
げ
こ
が
、
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形
似
の
著
し
い
傘
鉾
の
形
式
を
と
り
入
れ
る
と
す
れ
ば
、
ま
づ
ひ
げ
こ
を
天
幕
に
す
べ
き
は
当
然
で
あ
る
。

其
傘
鉾
の
天
幕
も
、
元
は
ひ
げ
こ
で
あ
つ
た
事
は
疑
ひ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

だ
い
が
く
の
ひ
げ
こ
は
二
重
の
上
の
方
が
大
き
く
て
、
直
径
一
丈
で
、
下
の
方
の
は
大
分
小
さ
い
。
第
一

図
の
如
く
、
蛇
の
目
傘
の
様
な
形
で
、
外
囲
り
は
藍
紙
、
中
囲
り
は
赤
紙
、
内
廻
り
は
亦
藍
紙
を
張
つ
て

ゐ
る
。
外
囲
り
の
藍
紙
は
、
内
の
紙
の
倍
の
長
さ
に
作
る
。
骨
は
竹
で
あ
る
。
日
向
国
児
湯
郡
三ミ
納ノ
の
盆

踊
り
の
中
に
立
て
る
花
傘
の
紙
花
を
「
ひ
」
と
言
ふ
の
も
、
名
称
上
の
関
係
が
あ
り
相
に
思
は
れ
る
。
西

鶴
の
「
諸
国
ば
な
し
大
下
馬
」
に
見
え
た
紀
州
の
掛
作
観
音
の
貸
し
傘
が
、
肥
後
の
奥
山
家
に
飛
ん
で
、

古
老
の
鑑
定
で
、
伊
勢
外
宮
日
の
宮
の
御
神
体
だ
と
し
て
祀
ら
れ
た
と
言
ふ
話
も
、
髯
籠
・
傘
鉾
の
信
仰

に
根
ざ
し
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

天
幕
を
使
ふ
様
に
な
つ
て
か
ら
、
非
常
に
華
美
を
競
ひ
出
し
て
、
長
さ
八
間
幅
一
間
余
の
緋
羅
紗
に
、
大ヲ

 

蛇 

対 

治 

ロ
チ
タ
イ
ヂ

の
須
佐
之
男
命
・  

石    

橋  

シ
ヤ
ク
ケ
ウ

・
予
譲
・
楠
公
子
別
れ
な
ど
、
縫
模
様
の
立
派
な
物
に
な
つ
た
。

天
幕
の
裏
は
す
べ
て
墨
書
き
の
雲
で
あ
つ
た
様
に
思
ふ
。
村
と
村
と
の
間
ば
か
り
か
、
一
村
の
中
の
町
々

で
も
競
争
す
る
処
か
ら
、
果
は
籰
の
地
に
つ
い
た
処
か
ら
だ
し
の
尖
端
ま
で
、
十
七
間
か
ら
十
八
間
位
の

高
さ
に
な
つ
て
、
重
さ
は
二
千
貫
、
八
十
人
乃
至
百
人
の
力
で
な
け
れ
ば
、
動
す
事
が
出
来
な
く
な
つ
た
。

だ
い
が
く
の
名
処
ド
コ
ロの
ゑ
と
き
を
し
て
見
る
と
、
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イ
　
だ
し
又
は
ほ
こ
と
も
言
ふ
。
長
さ
凡
一
丈
。
町
々
で
皆
違
う
た
物
を
つ
け
て
ゐ
る
。
三
日
月
・
一  

イ
ツ
ポ

　
本 
劔 
ン
ゲ

ぼ
こ
・
三
本
劔ゲ
ぼ
こ
・
薙
刀
ぼ
こ
・
千
成
り
瓢
箪
ぼ
こ
・
神
楽
鈴
ぼ
こ
な
ど
で
、
中
で
も
、
新

　
町
の
薙
刀
ぼ
こ
を
つ
け
た
だ
い
が
く
は
、
常
に
よ
く
活
動
し
て
居
た
。
西
の
町
は
、
後
に
一
本
劔
に
な

　
つ
た
が
、
古
く
は
粟
穂
に
な
る
こ
で
、
な
る
こ
は
鳥
居
に
垂
れ
て
ゐ
た
処
で
あ
つ
た
。

ロ
　
ふ
け
ち
り
　
紋
は
、
巴
と  

木    

窠  

モ
ツ
ク
ワ
ウ

を
裏
表
に
つ
け
る
。
但
し
、
東
の
町
は
、
五
色
の
ば
れ
ん
。

ハ
　
さ
ん
じ
や
の
た
く
せ
ん
　
三
社
の
託
宣
で
あ
ら
う
。
藁
を
束
ね
て
結
ぶ
。
伊
勢
・
八
幡
・
春
日
を
表

　
す
と
言
ふ
。

ニ
　
榊
と
御
幣
　
ほ
こ
の
結
び
目
を
掩
ふ
様
に
し
て
つ
け
る
。

ホ
　
ほ
こ
　
だ
し
を
も
ほ
こ
と
言
ふ
事
は
あ
る
が
、
此
と
は
別
で
あ
る
。
円
錐
形
に
縫
う
た
緋
羅
紗
の
袋
。

　
巴
と
木
窠
と
を
、
反
対
の
側
に
白
く
縫
ひ
出
す
。
（
東
の
町
は
錦
襴
）
。

ヘ
　
て
ん
ま
く
　
緋
羅
紗
（
白
羅
紗
の
物
も
あ
る
）
に
武
者
・
龍
虎
・
鳳
凰
な
ど
縫
う
た
物
。
錘シヅ
代
り
に

　
無
数
の
小
さ
な
鈴
を
つ
け
る
。

ト
　
へ
だ
て
の
額
　
天
幕
と
天
幕
と
を
隔
て
る
額
の
意
。
ひ
げ
こ
の
だ
い
が
く
（
別
図
。
向
つ
て
右
方
の

　
小
さ
い
物
）
の
形
式
が
残
つ
た
の
で
あ
る
。
長
方
形
の
は
り
こ
の
函
で
、
四
方
に
天
下
太
平
・
五
穀
成

　
就
・
今
月
今
日
・
祇
園
宮
と
書
い
て
あ
る
。
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因
に
、
木
津
の
氏
神
は
、
難
波
の
名
高
い
八
坂
と
は
別
で
、
木
津
の
祇
園
（
敷
津
松
の
宮
と
言
ふ
）

　
で
あ
る
。

チ
　
額
　
八
坂
神
社
と
書
く
。

リ
　
ま
む
り
　
守
り
袋
の
大
き
な
物
を
、
鐘
楼
の
撞
木
の
様
に
吊
る
。
赤
地
錦
襴
で
あ
る
。

ヌ
　
一
人
持
ち
提
灯
　
額
の
下
、
第
一
の
緯ヌ
木キ
の
上
下
に
、
直
角
に
さ
し
た
腕
木
の
間
に
吊
る
の
で
、
此

　
提
灯
を
始
め
、
提
灯
と
い
ふ
提
灯
は
皆
、  

町    

々  

チ
ヤ
ウ
〳
〵

の
紋
を
描
く
定
め
で
あ
る
。
昔
は
「
一
人
持
ち
」

　
と
共
に
、
五
十
七
箇
の
き
ま
り
で
あ
つ
た
の
が
、
後
に
は
百
七
箇
迄
殖
え
た
。

ル
　
み
づ
ひ
き
　
紅
白
の
縮
緬
で
、
緯
木
を
結
ぶ
の
で
、
昔
は
白
木
綿
で
あ
つ
た
相
で
あ
る
。
最
後
の
緯ヌ

　
木キ
で
結
び
垂
げ
る
。

ヲ
　
引
き
綱
　
正
面
と
裏
と
に
、
一
筋
づ
ゝ
垂
げ
て
ゐ
る
。
麻
縄
で
あ
る
。

ワ
　
緯ヌ
木キ
　
明
治
以
前
は
七
本
、
以
後
は
九
本
に
な
つ
た
。

カ
　
絹
房
と
鈴
と
　
水
引
き
の
末
を
隠
す
様
に
つ
け
る
。

ヨ
　 

経  

棒 

タ
テ
ボ
ウ

　
十
五
間
乃
至
十
六
間
。
緯
木
と
共
に
檜
を
使
ふ
。

タ
　
籰
　
高
さ
一
間
。
欅
を
用
ゐ
る
。

レ
　
舁
き
棒
　
竪
長
さ
六
間
。
横
長
さ
二
間
。
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一
体
、
大
阪
の
町
は
勿
論
、
農
村
ば
な
れ
を
し
て
来
た
郊
村
で
は
、
夏
祭
り
は
盛
ん
だ
が
、
秋
に
は
唯
、

型
ば
か
り
な
処
が
多
い
。
だ
い
が
く
な
ど
も
、
覚
え
て
か
ら
は
、
秋
祭
り
に
は
出
た
事
が
な
い
。
多
く
は

宵
宮
か
ら
二
日
間
舁
い
た
が
、
後
に
は
三
日
も
舁
い
た
。
町
々
の
広
場
で
、
横
に
寝
さ
し
て
組
む
の
で
、

組
み
あ
が
る
と
、
引
き
綱
と
つ
っ
か
ひ
棒
と
で
起
す
の
で
あ
る
。
本
祭
り
の
日
に
は
、
宮
の
前
の
大
道
に

縦
列
を
作
つ
て
、
勢
揃
へ
を
す
る
。
か
う
言
ふ
時
に
、
と
り
わ
け
喧
嘩
が
多
か
つ
た
。

だ
い
が
く
を
動
す
の
は
、
音
頭
と
太
鼓
の
拍
子
と
で
あ
る
。
唄
の
文
句
に
は
、
別
に
特
有
の
物
は
な
い
。

此
は
、
此
た
て
物
が
近
世
に
出
来
た
物
だ
と
言
ふ
事
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
　
大
阪
オ
サ
カ
出
て
か
ら
、
は
や
、
玉
造
。
笠
を
買
ふウ
な
ら
、
深
江
が
名
所

な
ど
が
、
記
憶
に
止
つ
て
ゐ
る
。
其
外
は
「
春
は
花
咲
く
青
山
辺
で
、
鈴
木
主
水
と
云
ふ
士
は
」
な
ど
い

ふ
や
ん
れ
ぶ
し
の
文
句
を
使
う
た
様
で
あ
る
。
音
頭
と
り
は
、
太
鼓
打
ち
や
、
子
ど
も
ら
と
、
籰
の
上
に

乗
つ
て
居
て
、
ゆ
り
甲カン
と
言
つ
た
調
子
で
謡
ふ
。
譬
へ
ば
「
大
阪
は
な
れ
て
は
や
玉
造
」
ま
で
謡
ふ
と
、

総
勢
が
舁
き
棒
か
ら
肩
を
は
づ
し
て
、

　
　
よ
ゝ
い
〳
〵
よ
い
〳
〵
よ
い
。
そ
こ
ぢ
や
い
な
〳
〵
。
あ
ど
っ
こ
い
、
ど
っ
こ
い
と
お
　
な
よ
い
〳

　
　
〵
。
よ
い
さ
〳
〵
〳
〵

と
合
唱
し
て
「
な
よ
い
〳
〵
」
ま
で
来
る
と
、
皆
手
を
拍
つ
て
肩
を
入
れ
て
舁
き
出
す
。
「
よ
い
さ
〳
〵
」
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は
舁
き
な
が
ら
言
ふ
こ
と
に
な
る
。
舁
き
は
じ
め
る
と
、
又
「
笠
を
買
ふ
な
ら
、
深
江
が
名
所
」
と
謡
ふ
。

此
句
ぎ
れ
迄
来
る
と
、
又
囃
し
が
は
じ
ま
る
。
か
う
し
て
、
繰
り
か
へ
し
〳
〵
す
る
中
に
、
か
な
り
の
距

離
を
動
く
の
で
あ
る
。

た
て
棒
は
、
引
き
綱
で
、
廻
す
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
つ
て
ゐ
た
が
、
何
に
し
ろ
非
常
な
重
み
だ
か
ら
、

さ
う
自
由
に
は
な
ら
な
か
つ
た
。
夜
は
燈
を
入
れ
て
舁
い
た
。
其
ゆ
さ
〳
〵
と
揺
れ
て
行
く
様
は
、
村
人

の
血
を
湧
き
立
た
せ
た
も
の
で
あ
る
。

電
信
の
針
金
が
、
引
か
れ
て
か
ら
は
、
舁
い
て
廻
る
範
囲
を
狭
め
ら
れ
た
が
、
其
で
も
祭
り
毎
に
は
、
必

舁
き
出
し
た
。
併
し
、
木
津
の
家
並
み
の
処
で
は
、
許
さ
れ
ぬ
事
に
な
つ
て
、
処
を
は
づ
れ
た
野
原
な
ど

に
立
て
ゝ
、
長
さ
一
町
位
の
広
場
を
往
来
す
る
だ
け
位
で
、
辛
棒
し
て
ゐ
た
。

と
う
〳
〵
、
松
の
宮
の
境
内
に
、
絵
馬
堂
を
拵
へ
る
と
い
ふ
事
で
、
竪
棒
を
切
つ
て
、
其
柱
に
し
て
か
ら

は
、
祭
り
が
来
て
も
、
だ
い
が
く
は
出
な
く
な
つ
た
。
天
幕
其
他
、
未
練
の
種
に
な
る
物
は
す
べ
て
売
り

払
は
れ
て
、
揃
へ
の
ゆ
か
た
の
若
者
ど
も
が
、
右
往
左
往
に
入
り
乱
れ
る
喧
嘩
沙
汰
も
痕
を
絶
つ
こ
と
に

な
つ
た
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
折
口
信
夫
全
集
　2

」
中
央
公
論
社

　
　
　1995
（
平
成7

）
年3

月10

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
古
代
研
究
　
民
俗
学
篇
第
一
」
大
岡
山
書
店

　
　
　1929

（
昭
和4
）
年4

月10

日
発
行

初
出
：
「
土
俗
と
伝
説
　
第
一
巻
第
一
・
三
号
」

　
　
　1918

（
大
正7

）
年8
、10
月

※
底
本
の
題
名
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
大
正
七
年
八
・
十
月
「
土
俗
と
伝
説
」
第
一
巻
第
一
・
三
号
」

は
フ
ァ
イ
ル
末
の
「
初
出
」
欄
に
移
し
ま
し
た
。

※
校
訂
者
注
は
除
き
ま
し
た
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
多
羅
尾
伴
内

2007

年4

月28

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

13



こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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